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R2024の新機能

 工程制御（温度制御）機能に初期温度分布設定機能をサポート

 上金型・下金型・ガラスプリフォームに対して、異なる初期温度を設定可能

 メッシャーのモデリング機能を強化

 プリフォーム：外周の角部分の面取りにC面取りを追加、凹面のカット構造

 金型：奇数次非球面サポート、有効領域と縁領域の間の円弧接続、縁無し構造、スリーブ

 その他：全周モデル、プリフォームの芯ずれ配置

 解析機能にエアトラップ解析機能をサポート

 プリフォームと金型との接触状態を、メッシュ節点の接触状況の時系列変化としてグラフ表示

 ポスト（グラフ表示ソフト）にParaViewをサポート

 ParaViewで読み込むことのできるVTKフォーマットでのデータ出力（エクスポート）

 ガラス材料物性DBにオハラ社の2硝材、光ガラス社の1硝材をサポート

 オハラ社のL-LAH53、L-LAL12の2硝材を利用可能

 光ガラス社のQ-LASF03Sの1硝材を利用可能

 接触解析の動作安定性を向上

 一部のモデルで確認されていた偽接触判定問題を解消

※弾性率の温度依存性対応は、動作安定性の観点から開発継続といたしました。
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初期温度分布設定

温度制御選択を「(3) 2温度＋3初期温度制御」に指定する

初期温度として「下金型、上金型、ガラス」の3つの値を指定できる

途中経過の温度変化として「下金型、上金型」の2つの値を指定できる
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←温度制御選択

←初期温度設定（3つ）

←途中経過温度設定（2つ）
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モデリング機能強化
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R面取り、C面取り 凹面のカット構造 円弧接続

縁領域無し 奇数次非球面 スリーブ構造

全周モデル (360度)半周モデル (180度) 芯ずれ配置
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新規硝材の追加

オハラ社：L-LAH53、L-LAL13

光ガラス社：Q-LASF03S
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弾性率の温度依存性の対応（現状報告）
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R2024でのリリースに向けて開発を進めてきた
①コード ：剛性マトリクス作成時に要素毎に温度からヤング率を算出、
②ヤング率：高温での平板加振実験からヤング率の温度変化を推定（L-BSL7）、

得られたヤング率曲線を参考に他の硝材のデータを作成、

動作試験では最後まで正常動作するが、一部のモデルで、反力振動・メッシュ異
常変形などの問題が見られる場合がある。

これらを解決してソルバーの完成度・動作安定性向上のため、継続して開発中。
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R2024の機能とそれ以降の開発計画
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分類 開発項目 R2024 R2025以降

ソルバー 弾性率の温度依存性の対応 開発継続 開発中

接触解析の安定性の向上 （継続課題） 実装

計算速度の向上 （継続課題） 計画中

データ出力数の増大 試作

プリ・メッシュ モデリングの改良・強化 （継続課題） 実装 試作

初期温度分布の設定 実装 計画中

ポスト・解析 エアトラップ解析機能 実装 試作

形状誤差解析機能

応力集中警告機能

プリフォーム側面の回り込み解析機能 試作

システム 英語版 実装

クラウド版・リモート版 計画中

物性データ 新規硝材の追加 （継続課題） 実装 計画中

ユーザ定義物性データへの対応 計画中

新規物性測定（高温弾性率、構造緩和パラメータ）

他のソフトとの
連携

CADソフト・メッシュソフトとの連携

グラフソフトとの連携 実装

熱流体解析ソフトとの連携 計画中

光学設計ソフト・光学シミュレーションソフトとの連携

統合シミュレーション環境との連携 試作

その他 精度評価 評価継続 評価中
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モデリング機能強化①
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円弧で接続（従来）

接線方向へ延長

接線方向への延長は、領域の幅 Δx で指定する
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モデリング機能強化②
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レンズアレイの非球面対応
（非球面係数の最大次数の設定は検討中）
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データ保存数の増加
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（最大9999ファイルまで対応）
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側面回り込み解析

プリフォーム側面をマーキング表示することで、プレス中に、側面の有効面への
回り込みが発生したか否かを、グラフ上で可視化
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統合シミュレーション環境との連携

統合シミュレーション環境下で、V-Glaceの自動実行を実現

統合シミュレーションソフトが、V-Glaceのメッシャーとソルバーを、バック
グラウンドで実行する

V-Glace-Solverは従来からバックグラウンド実行できていた

V-Glace-MeshはGUI上での操作が必要だった

V-Glace-Meshの非対話的実行バージョンを試作

コマンドベース・GUI無し・バックグラウンド実行版

ある統合シミュレーション環境において、自動実行に必要な各種設定ファイ
ルを準備

自動実行を確認
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